
２０１６年５月１１日 第２２４２回例会　VOL. ４７　No. ４０

■司　　会　ＳＡＡ　二宮麻理子

■開会点鐘　会　長　新川　　尚

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想　
　　　ＳＬ　鈴木　茂之　

■出席報告

■本日の欠席者　
なし

■他クラブ出席者
鈴木（横浜鶴見北 RC）

■５月誕生記念祝

太田　勝典会員　　　　5.27

■会長報告
　皆様こんにちは、GW はいかがお過ごしでし

たでしょうか。まずまずの天候で、私は高速
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道路の渋滞を家で眺めていました。

　先週の土曜日 ( ７日 ) は国際奉仕委員会と

親睦委員会共催の「職を通した国際交流会」

が開催されました。

　当日はタイ、ネパール、上海から来日して

いる米山学友がそれぞれの郷土料理を振舞っ

てくれました。タイのグリーンカレー、ネパー

ルの豆カレー、上海の卵餃子など本格的で美

味しいものばかりでした。調理も手馴れた感

じで手際が良く、聞くと普段から自炊してい

るし、この様な交流会で料理を提供すること

も多いとのことでした。地区の米山学友委員

長の石渡さん（鶴見北 RC）も同行されて、み

なで楽しくお話をしながら料理を頂きました。

　漆原委員長、北澤委員長、参加された会員

の皆様ありがとうございました。

○地区関係

「2016 年エクアドル地震義援金」に対するご

協力依頼の件

　先週に引続きお願いします。

　義援金額：会員一人当たり、1,000 円

■幹事報告
１）例会終了後第 16 回理事会を開催致します。

２）本日午後５時より、会長・幹事会が新横

浜国際ホテルで行われます。出席予定者は、

新川、市川、青木、北澤となります。

本日の出席数       28 名会  員  数 　 　 　 31 名

本日の出席率　  100％ 修正出席率     　96.3％

「世界へのプレゼントになろう」

2015-16年度 RI会長／Ｋ.Ｒ.“ラビ”ラビンドラン　　RI.D2590ガバナー／箕田　敏彦　　横浜旭RC会長／新川　　尚

Be a gift to the world  

横浜旭ロータリークラブ
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■入会式  　　　　　　　　　　    本山　雄三

　４月１日に鶴ヶ峯支店に着任して参りまし

て、前回前任の杉山と一緒にご挨拶に参りま

してから１ヶ月、引き継ぎ等の業務が重なり

まして、本日入会をさせて頂きます。今日か

らは皆様のお仲間として私なりに頑張って参

りたいと思いますのでどうぞよろしくお願い

します。　　　　　　　　　　　

■次年度会長より　　　　　　　青木　邦弘

○クラブ活動計画書について

　第１回クラブ協議会が４月 27 日例会終了

後、例会場にて開催されました。

　寛容の精神こそロータリーが目指す ｢ 友愛

と親睦 ｣ を基礎として、次年度を宜しくお願

い致します。

次年度方針   ①親睦②増強③奉仕活動

　次年度各委員会のご活躍をお願いします。

各委員会計画書の提出は５月末です。

　又、第２回クラブ協議会は６月８日例会終

了後、クラブ事務所にて開催予定です。

■国際奉仕・親睦委員会共催　　 漆原恵利子

「食」を通した国際交流会報告

日時　５月７日㈯ 11:00 ～ 14:20

場所　カナエル本社調理室

参加人数　15 名

　旭 RC ７名、会員家族３名、桜田裕子さん、

　石渡委員長（米山学友委員長・鶴見北 RC）、

　米山学友３名

　　ネパール出身　バッタさん

　　中国出身　　　章さん

　　タイ出身　　　ナンプさん

○メニュー

　ネパール /金時豆のビーンズカレー

　　　　　　ナッツ入りご飯

　タイ /グリーンカレー (素麺添え )

　　　　ガパオチキン、タピオカココナッツ

　中国 /卵のミニオムレツ　

　　　　カニカマと卵のスープ

　　　　トマトと卵の炒め物

　日本 /五目炊き込みご飯、あさりご飯

■日米国際交流会報告　　　　　  二宮　　登

　過日東京で日米ネービー友好交流会が開催

され、出席してまいりました。いつの日か、

空母 ｢ レナウド・レーガン ｣ の見学を艦長バ

ズド・ネリー大佐にお願いして来ました。

左：第７艦隊司令官ジョン・アレクサンダー少将

右：空母 ｢レナウド・レーガン｣ 艦長バズド・ネリー大佐

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

新川　　尚／①佐藤さん、フォーラム宜しく

お願いします。②本山さん、入会おめでとう

ございます。

市川　慎二／①佐藤真吾さん、青少年奉仕
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フォーラム、宜しくお願い致します。②本山

さん、ご入会おめでとうございます。

鈴木　茂之／①皆さん、こんにちは。このと

ころ当クラブに出席できず、すみませんでし

た。②本日の卓話、佐藤会員楽しみにしてお

ります。よろしくお願いします。

秋内　　繁／①本山さん、ようこそ。よろし

くお願いします。②内田さん、有難うござい

ました。③増田さん、叙勲おめでとうござい

ます。

田川　富男／①増田さん叙勲おめでとうござ

います。②本山さんの入会を歓迎いたします。

倉本　宏昭／①本山さん、一緒に RC を楽し

みましょう。②佐藤真吾さん、本日の青少年

フォーラムよろしく。

二宮麻理子／本山さん、入会ありがとうござ

います。これからよろしくお願いします。

吉原　則光／①増田さん、春の叙勲の栄に浴

され御目出度うございます。心よりお祝い申

し上げます。②本山さん、ご入会おめでとう

ございます。ご活躍を期待しております。

五十嵐　正／①本山さんのご入会を祝って②

佐藤真吾さん、本日の卓話楽しみです。③増

田さん、叙勲おめでとうございます。

二宮　　登／過日、東京で日米ネービー友好

交流会が開催され、出席して来ました。

内田　　敏／①佐藤さん、本日の卓話よろし

くお願いいたします。②妻の誕生祝に素晴ら

しいお花を頂き、有難うございました。

漆原恵利子／①増田さん、おめでとうござい

ます。心よりお喜び申し上げます。② ｢ 食 ｣

を通した国際交流会の参加費の残金を添えて

ニコニコに納めます。

青木　邦弘／①増田さん、叙勲おめでとうご

ざいます。②次週の卓話は新旭区長様です。

欠席なきようお願いします。③本山さん、ご

入会おめでとうございます。

佐藤　利明／①増田先生、旭日小綬章お目出

度うございます。②本山さんのご入会おめで

とうございます。

安藤　公一／①本山さん、ご入会おめでとう

ございます。心より歓迎申し上げます。②佐

藤真吾さん、青少年フォーラム宜しくお願い

します。③ 5/9 の旭区福祉協議会のチャリ

ティーゴルフ大会でニアピン賞を頂きました。

齋藤　善孝／①本山雄三さん、ご入会おめで

とうございます。心から歓迎いたします。②

佐藤真吾会員、青少年フォーラムよろしくお

願いします。③増田会員、叙勲おめでとうご

ざいます。

岡田　清七／①本山雄三さんの入会を祝して

②増田さん、叙勲おめでとうございます。

太田　勝典／①誕生日祝いをいただき、有難

うございます。昨年までは５月誕生日記念会

員は３名いましたが、今年は一人です。来年

は０名にならないように…③本山会員、ご入

会おめでとうございます。

関口　友宏／①本山さんのご入会を歓迎して。

②増田さんの旭日小綬章叙勲を祝して。

北澤　正浩／①増田さん、旭日小綬章叙勲お

めでとうございます。②本山さん、ご入会お

めでとうございます。

増田嘉一郎／①叙勲を受けることになりまし

た。旭日小綬章です。皆様のこれまでのご支

援を感謝いたします。②本山さんの入会を歓

迎します。

■卓話　青少年フォーラム　   　佐藤　真吾

１）青少年奉仕に関する映像資料

    （Rotary International）

・新世代は未来のロータリアン（4:23）

・RYLA：明日のリーダーたち   （11:34）

２）ロータリー青少年指導者養成プログラム

　（RYLA）

○参加報告　　　　　　　　　　 佐藤　一志

　はじめまして、佐藤一志と申します。この

度は、私用のため、私に代わって父に代読し

てもらうこと、ご理解していただけると幸い
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です。

　私は２月の下旬、RYLA に参加させていただ

く機会に恵まれました。今回は、その内容に

ついてご報告させていただきます。

　まずは RYLA について、簡単に紹介させて

いただきます。RYLA 「ロータリー青少年指導

者育成プログラム」は“ 地域社会の次世代リー

ダーがつながり、アイデアを広げ、行動を起

こすきっかけを起こす” ということを目的に

したロータリー発のプログラムです。主に 18

～ 30 歳までの若者が中心となり、様々なイベ

ントを通じて、リーダーシップについて学び

ます。

　初日は、挨拶と軽い説明を受けた後、アイ

スブレイクから活動が始まりました。アイス

ブレイクとは、初対面の人同士が出会う時、

その緊張をときほぐすための手法のことです。

そうすることによって、集まった人を和ませ、

コミュニケーションをとりやすい雰囲気を作

ることができ、その場に積極的に関わっても

らえるようになります。今回の場合は、グルー

プに分かれてから、ゲームを交えて自己紹介

するといったものでした。すると自然と笑顔

が見られるようになり、お互いの顔と名前が

はっきりと一致するようになりました。

　次に行ったのが、アンガーマネジメント診

断です。アンガーマネジメントとは、1970 年

代にアメリカで始まったアンガー（ イライラ、

怒りの感情） とマネジメント（ 上手に向き合

う） ための心理教育のことです。アメリカで

は、職業にかかわらず様々な人が、よりよい

生活や仕事・人間関係を手に入れるために実

践しています。RYLA に参加する前に、あらか

じめメールで 50 以上のアンケートに答え、そ

れをもとに診断し、結果を書面でまとめてい

ただきました。

　診断の結果、私は“ 公明正大”で“ 外柔

内剛” な人、正義感が強く規律を実直に守り

ます。しかし、周りが見えなくなるので、柔

軟な対応と寛容さを身につけましょうという

ことでした。自分自身のことを正義感の強い

人間だと感じたことがないので、これほどで

きた人間かは怪しい部分もありますが、一つ

の客観的意見として、ポジティブに受け止め

たいと思います。

　次に、世界チャンピオンを男女あわせ４人

輩出している、大橋ボクシングジム会長大橋

秀行さんの講演でした。「夢を夢で終わらせな

い」をテーマに、大橋さんの現役時代から、

川島選手に始まり、八重樫選手、井上選手と

世界チャンピオンを排出し続けたジムの歴史

を VTR で踏まえつつ、その人生観を熱く語っ

ていただきました。その後、現世界チャンピ

オンである、八重樫・井上両選手がチャンピ

オンベルトとともに現れ、ボクシング教室を

開いてくださいました。帰り際には、質問や

写真撮影をする機会も設けてくださいました。

お二人ともすごくきさくで、チャンピオンに

なる人は人間性も完成されているのだと感じ

ました。

　そして最後は、メインイベント“ 段ボール

クラフト” でした。「私たちの夢」をテーマに、

段ボールを使って、グループごとに自分たち

の思い描く未来を製作しました。私たちのグ

ループは、ドラえもんのどこでもドアをモチー

フにし、そのドアの向こうは見る人によって

違う未来が広がっているというコンセプトに

決まりました。そこが決まれば、あとは製図

し切り貼りするだけなのですが、これがなか
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なか大変であり楽しくもあり、グループ全員

で、あーでもないこうでもないと深夜まで話

し合いながら、構成を考え、翌朝から３時間

というあらかじめ決められた少ない時間の中

で、できるうる最高のものを創り上げていき

ました。その後、作品のテーマや意図について、

審査員の方々や他のグループのみなさんにプ

レゼンテーションをし、最終的には１位に選

んでいただけました。こうやって、みなで協

力してひとつのものを創り上げるということ

が、こんなにも楽しいことなのかと、本当に

感動しました。

　このような形で、あっという間にこの濃密

な２日間が過ぎていきました。今回の体験は、

文章では語りつくせないほど、私に大きなも

のを与えてくれました。最後にはなりますが、

皆さんの推薦のおかげで RYLA 「ロータリー指

導者育成プログラム」に参加させていただけ

たこと、本当に感謝しております。拙い文章

ではありましたが、最後までご清聴頂き、あ

りがとうございました。

３）東日本大震災復興支援チャリティーコン

サート

○常磐木学園生徒感想文（一部紹介）

◆伊藤　世新

　先日は、第５回横浜旭チャリティーコンサー

トに参加させていただきありがとうございま

した。県外で演奏することは初めてで正直不

安でした。横浜の高校生との交流会も緊張し

ましたが、気さくな人達ばかりで、チャリ

ティーコンサートを盛り上げようとする気持

ちは一緒なんだと安心しました。

　たくさんの高校生バンドの演奏を見て刺激

を受けましたし、これからもっと練習を頑張

ろうと思いました。今回は貴重な経験をさせ

ていただき本当にありがとうございました。

◆早坂沙也香

　私は今回常盤木学園として参加しました。

演奏はせずに手伝いとしていきました。

　チャリティーコンサートは私たちが部活の

時の練習している時や、仙台でやっている大

会とは本当に違うほど音や照明が全然違いま

した。とても良い経験になりました。受付を

やった時は、色々な来ていただいたお客さん

が、東日本大震災の募金を毎回こんなに !! 

と思うほどしてくれた時は、やはり東北出身

から見たら本当にうれしかったです！

　私は今回行って参加したのに歌えなかった

のを後悔しました。ですが行って見れたこと

を生かして、私達以外の参加できなかった人

たちに伝えていきたいです。この度は本当に

ありがとうございました !!

◆堀内　理香

　この度はたくさんの人の前で大きなステー

ジに立って演奏する貴重な機会を下さりあり

がとうございました。

　現地の高校生たちもとても優しくて楽しく

演奏することが出来ました。また東日本大震

災の被災地のためのチャリティーコンサート

という意義のある素敵な活動に、主演者の一

員として参加出来た事をとても嬉しく思いま

す。本当にありがとうございました。

◆福井友希乃

　先日は大変お世話になりました。今回で５

回目という確立しつつある演奏会に常盤木学

園を呼んでいただきありがとうございます。

　あんなに大きいステージで演奏するのは初

めての事であり、とても緊張してしまい自分

の思い通りに演奏とは行きませんでしたが、

とても良い経験となりました。

　また横浜の高校生から学ぶ事も多々あり勉

強の連続でした。この横浜での経験を生かし

て、今までよりもさらによい演奏をお届けで

きるよう精進します。この度は本当にありが

とうございました。

◆川村　友里

　先日このような機会をいただきありがとう

ございました。呼ばれてとてもうれしかった

です。まず、下手な演奏ですみませんでした!!

　初めての横浜…すごく楽しかったです。宮

城県でできないことが横浜でたくさんできま

した。もっともっと今まで以上に練習するの

でまた呼んで下さい！本当にありがとうござ

いました。

◆金子　美結

　この度はチャリティーコンサートにご招待
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いただきありがとうございました。

　私たちはあれほど大きなステージで演奏す

るのは初めてで、とても緊張しました。ですが、

ロータリークラブの方々に良くして頂き、素

晴らしい経験ができました。横浜の皆さんは

温かくて、本当に楽しく演奏出来ました。また、

沢山の方々の演奏をきいて、音楽面でも行動

面でも学ぶ事が出来ました。これからは支援

して下さるみなさまに恩返しが出来るような

演奏、行動をしていけるよう努力します。

◆品部　璃樹

　先日は大変お世話になりました。支援コン

サートという事で、私達にこのような素敵な

演奏の場をいただき、とても嬉しく感謝して

います。本当にありがとうございました。

　本番の演奏はとても緊張しました。ですが

出演する学校の皆様が場を盛り上げて下さっ

たので、安心した気持ちで演奏することがで

きました。出演者の皆様の演奏の技術や音、

盛り上げかた、表現が素晴らしく、とても勉

強になりました。これからも聴いている人々

を楽しませられるような演奏をしたいと思い

ます。本当にありがとうございました。

◆阿部　　樹

　今回は横浜に行き、横浜の方々の演奏を見

たり、演奏をさせてもらえて本当にありがと

うございました。とても良い経験になりまし

た。あんなに大きなホールで演奏したのは初

めてでした。横浜の高校生の方々はとても場

慣れして、リハーサルの時も与えられた時間

をしっかり使えていて、私達との力の差を見

せられたと思いました。そして私達がこれか

らしなければならないことが分かりました。

　あと、ロータリークラブの方々の演奏もと

てもかっこよかったです。新川さんはあんな

に優しそうなのにギターを持つと本当に別人

になるんですね。感動しました。ギター教え

て下さい。

　そして色々なものをいただいて本当にあり

がとうございました。本当にとても楽しかっ

たです。これからもっともっとレベルアップ

してちゃんとした演奏をできるように頑張り

ます。本当にありがとうございました。

◆海上　彩乃

　先日のチャリティーコンサートとても楽し

く演奏することが出来ました。広い会場で音

響も照明もしっかりしたところでの演奏の経

験が少ない私たちにとっては、とても貴重な

体験をさせていただきました。

　当日とても緊張していましたが、横浜の高

校生の皆さんが応援して、盛り上げてくれた

おかげで、楽しいステージにすることが出来

ました。自分たちの演奏以外でも他の高校の

ステージも見れて充実した１日になりました。

　これからチャリティーコンサートで学んだ

ことを生かし、良い演奏ができるように練習

に励みたいと思います。被災地からこのコン

サートに参加出来て、感謝の気持ちがいっぱ

いです。本当にありがとうございました。

◆相澤　亜美

　今回は私達に貴重な体験をさせていただき、

本当にありがとうございました。このような

形で横浜に行くことができてすごく嬉しいで

す。私達の中にはたくさんの被害を受け、辛

い思いをした人もいました。でも周りの方の

支えや支援のおかげで復興しつつあります。

そして５年経った今でも、こうしてチャリ

ティーコンサートなどを開いて下さる皆さん

がいてくれることが、本当にありがたいと思

いました。

　横浜旭ロータリークラブの皆さんはとても

温かく、私達を迎えて下さり、最初から最後

まで本当にお世話になりました。私達はあの

ような大きなホールで演奏した経験がなく、

不安や緊張で一杯でしたが、横浜の方々がと

ても優しく盛り上げてくれて、楽しく LIVE 

をすることが出来ました。今回のこの経験は

この先もずっと忘れません。私達の大好きな

音楽で、皆さんと繋がりを持つことが出来て

良かったです。これからもたくさん練習して、

またどこかで演奏できる機会があったら、今

回の事を思い出して頑張ります。みなさんも

お体に気をつけて、いつまでもお元気でいて

下さい。

■次週の卓話　5/25 ㈬　第５回クラブ協議会
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